
令和８年度 対人援助技術専門研修会 開催要項 
 

１ 目 的  

対人援助技術のスキルアップを図り、様々な課題やニーズをもつ来談者・利用者に対

する応用力・実践力を高めるとともに、自己理解を深めることにより、相談面接や対人

援助の業務に携わっている方の資質の向上と意欲の増進を図ります。 

 

２ 主 催 ： 公益財団法人かがわ健康福祉機構 研修部 

 

３ 対象者 ： 相談員、支援員、指導員、介護職、介護支援専門員、カウンセラー、ソーシャ

ルワーカーその他の対人援助・相談援助業務の従事者及び関心のある方 

 

４ 定 員 ： ９０人 

(受講決定は先着順としますので、予めご了承ください。) 

 

５ 日程・内容 ： 令和８年７月 17日（金） 研修内容は裏面の日程表のとおり 

 

６ 会 場 ： 香川県社会福祉総合センター ７Ｆ 大会議室 

＊当センター駐車場は駐車台数に限りがありますので、できる限り公共交通機関をご利用ください。 

＊会場は、室温調整が十分できない場合もありますので、衣服等で調整できるよう準備してください。 

 

７ 受講料 ： 参加者１名につき５,０００円 (当日受付) 
 

８ 申込方法・お問合せ先 

受講を希望される方は、別紙申込書より、７月６日（月）までに以下の研修部

あてに、ＦＡＸ又は郵送でお申し込みください。また、当機構のホームページ

(https://kagawa-swc.or.jp/home/home.htm)からのオンラインによる申込みも

可能です。 

〒760-0017高松市番町一丁目１０番３５号 

公益財団法人かがわ健康福祉機構  研修部 

電 話：０８７－８３５－３８０７ ＦＡＸ：０８７－８３５－４７７７ 

※研修部から連絡のない場合は、受講可としますので、決定通知はいたしません。 

 
９ その他   

申込書に記載された氏名等の個人情報については、受付名簿作成等の研修運営に必要な

目的にのみ利用します。 
＊＊＊＊＊＊ 研修に参加される際のお願い ＊＊＊＊＊＊ 

〇朝、検温・体調確認を行い、発熱や体調不良の場合は、研修部へ連絡のうえ、参加を

自粛してください。 

〇福祉施設関係職員が長時間を共に過ごす場であることに配慮し、研修時は、引き続き、

マスクの着用にご協力ください。 

〇消毒液を会場前に設置しておりますので、ご自由に利用ください。 

〇手洗い等にご協力ください。 

〇研修会場である社会福祉総合センターは、望まない受動喫煙防止の観点から、喫煙場

所の「吸殻入れ」を撤去し、屋内・屋外とも禁煙とさせていただきますので、ご理解・

ご協力をお願いいたします。 

(裏面に続きます) 



令和８年度 対人援助技術専門研修会 日程表 

月日 時間 研修内容 講師等 

７ 

月 

１７ 

日 

(金) 

9:00～9:25 受 付 
かがわ健康福祉機構研修部 

9:25～9:30 開講・オリエンテーション 

9:30～12:00 

テーマ 

ＡＩの時代における対人支援のあり

方について考える 
～信頼関係を支える内省・観察・応答、 

そして対話の場をひらく～ 

 
対人支援の現場においては、AI が情報提

供や知識の整理、記録、パターン分析など

を非常に高い水準で担える時代となり、「早

く正しい答えを出す」こと自体、さほど難

しいことではなくなろうとしています。 

その一方で、支援を受ける側にとっては、 

「この人は私をどう見ているのか」、「この

人は信頼できる人なのか」といった「誰が、

どのように応答するのか」といった関係性

の質がこれまで以上に重要になってくると

感じています。 

そのため今回は、支援者自身の内省や観

察、応答のあり方を通して、対話の場をど

のようにひらいていくのかについて、参加

者の皆さんとともに考える機会にできれば

と思っています。 
 

四国学院大学 

名誉教授 島 影 俊 英 

12:00～13:00 （休憩・昼食）  

13:00～16:00 

テーマ 

対人援助職に効く人と折り合う流儀 
～職場での上手な人間関係の築き方～ 

 

対人援助職にとって悩みの種の１つとなるの

が、職場の人間関係。職場の人間関係の問題は、

精神的健康を損なうだけでなく、ケアの質を下

げ、離職意図を高めることがわかっています。 

とはいえ、職場の人間関係を解決するための

既存の考え方は、必ずしもうまくいきません。

その理由は「どちらかの顔を立てる」という解

決策を取ってしまっているからです。 

では、職場の人間関係の問題を乗り越え、少

しでも働きやすい関係を築くにはどうすればよ

いのでしょう。 

その最適解の１つについて、講義とワークを

通して考えてみませんか。 
 

鳥取大学大学院 

医学系研究科  

  教 授   竹 田 伸 也 

16:00～16:15   アンケート・閉講 かがわ健康福祉機構研修部 

午前中は、机のない状態にて書き留めていただくことがありますので、バインダー等をご準備ください。 

 


